
たと思います。

■202３年１０月例会プログラム

日時 １０月２５日(水) １８：３０～２１：００

会 場 静岡YMCAセンター

受 付 綾野 憲夫 神杉 彰

司 会 小林 隆

第一部 例会

・開会点鐘 会長 小野田政弘

・聖句朗読・開会の祈り 菅谷 正

・ワイズソング 全 員

・ワイズの信条 藤間 孝夫

・会長挨拶 ゲスト・ビジター紹介会長 小野田政弘

・書記報告 書記 勝又 隆吉

・食前の祈り 神杉 彰

会食

・協議会 熱海ダンススクール AeS代表小山愛加様

・委員会報告 各 委員会

・誕生日・結婚記念日祝い 小林 隆

・スマイル 親睦委員会

・出席・スマイル・Y基金報告 担当委員会

・閉会の言葉 宝田 昌孝

・閉会点鐘 会長 小野田正弘

※臨時総会 議長 小野田政弘

国際会長主題 Ulrin Lauridsen

「輝かそう、あなたの光を」

東日本区主題 山田 公平
未来の為に今、学びと気ずきを
、未来の為に、自信を育み、真
の喜びと出会う。

富士山部部長主題 榎本 博

「NEO富士山部」

アジア地域会長主題 利根川 恵子

「変革の為のひかりとなろう」

熱海グローリーワイズメンズクラブ会長主題 小野田 政弘
「笑顔で挑戦し、変えるものは変えましょう。」

愛する兄弟たち、よくわきまえな
さい。誰でも聞くのに早く、話す
のに遅く、また怒るのに遅いように
しなさい。
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今月の聖句

■ 会報・広報委員会 神杉 彰

９月例会報告

誕生日おめでとう

在籍者１４名(セニア会員３名) スマイル・YMCA基金 クラブ概要

出席者 １1名 スマイル 11,000円 会長 小野田政弘

メイキャップ ０名 スマイル累計 55,000円 副会長 綾野 憲夫

ビジター ０名 YMCA基金 2,436円 書記 勝又 隆吉

メネット ０名 YMCA基金累計 9,876円 幹事 菅谷 正

出席者合計 １1名 OFFICE YMCA熱海センター
静岡県熱海市上宿町１８－９ 0557-82-8521出席率 91%

月例会 毎月第4水曜日 １8：３０～21：００ 小野田会長携帯 090-7039-8275

我がクラブのホームページ作成の協議など滞りな
く会は進み、会食に移ると彩り鮮やかなお弁当と
お茶で和やかに進みました。熱海市における児童
の変化や今後の見通しをお聞きするため卓話とし
て熱海市市民生活課の小圷部長をお迎えしてお話
しを伺いました。その後、Happy Birthdayでは3名メ
ンバーにお花を贈答し3名からは力強い挨拶を頂き

ました。卓話の終わりには会員から多くの質疑が
出されました。熱海グローリーが熱海市の青少年
たちに対して今後何ができるか、どう進むべきか
とても深く考えさせられる会となり大変有意義で
あったと思います。

9月例会が9月27日（
水）18:30より静岡YMCA

センターで開催されま
した。

小野田会長の開会点鐘
に始まり、当クラブ40
周年記念式典について

内容は盛り沢山でした



活動

私達は学童野球大会の衰退から熱海の人口減少、少子化
問題に関心を持ち、市役所の担当者からお話を頂こうとい
う事になりました。今回の卓話において熱海の厳しい現状
について小圷部長からデーターに基づき詳しい説明がなさ
れました。特に一般論として教育環境ではどうしてもハン
デのある複式学級が増えざるをえない熱海の厳しい現状に
ついて詳しく説明されました。

私達の当面の問題意識である学童野球大会（対象は小学
生）のあり方については、一気に伊豆半島全体というより
も、交流のある近隣の市町とのグループ化が現実的である
とのヒントを頂きました。これは近隣他クラブとの共同事
業の方向性で有り、ネットワークを持つ我々ワイズメンに
は与しやすいテーマと受け取りました。

■準備委員長 勝又 隆吉

■ 副会長 綾野 憲夫

スタートラインに着きました。

子圷(こあつく)熱海市民生活部長を招いて

40周年記念について役員会で協議しました。結論として検討のスタートから遅れている状
況ですので、スピード感を持ちながら進めていく必要があります。
決まっていることは4０周年記念式典は開き、記念誌も発行するという事だけです。そん

な中で会長から早急に実行委員会を開き早急に取り組んでほしいと要望があり、その準備委
員長に指名され引き受けました。

子圷部長

小中学生の好きなスポーツ

創立40周年記念準備委員会 (第一弾)

着実に意義のある40周年を迎えたい

４０周年行事を迎えるにあたり、大切なことは開
催の意義です。歴史を振り返り未来に向かっていく
大きな節目であることは理解できます。

その中で式典の役割であったり目的を明確にして
準備する必要があります。

臨時役員会を開催して基本的な考え方を含めて議
論していきたいと考えておりますので皆様のご意見
ご希望を宜しくお願い申し上げます。

続いて、検討中のヒップホップダンス支援について、熱海
市などの行政の支援を受けるためにはスポーツ少年団の認
定が必要で有るるとの事です。YMCAの講堂を借りて活動

しているヒップホップのグループの存在について小圷部長
は認識されていませんでした。因みに全国的な調査による
と小学生の人気スポーツの上位にはダンスがランクされて
いるけれども、まだまだスポーツとしては社会的に認知さ
れておらず、その結果として受け皿の整備が遅れているの
が現状でしょう。質疑応答のなかでは人口減少対策につい
ての手段である移住定住促進について熱海市は熱心でない
など辛口の意見が出るなど中身の濃い有意義な卓話の時間
となりました。



■チャーターメンバー 鈴木 健之(93歳)

創立40周年を迎えて

委員会

■ 改革委員会Aグループ長

綾野 憲夫

改革委員会報告

今期の重点テーマを実現する為に

ワイズの歴史は作られ、歴史は残る

ワイズとの出会いは、 1972年2月28日です。熱海クラブの
第7年度の会長の長井一夫さんの勧めでに入会させて頂きま
した。又、当時は熱海地区にYMCAが有りませんでしたが、
藤間孝夫さんが設立準備委員長となり進めて10周年記念に
熱海YMCAが藤間理事長のもとに創立されました。熱海は狭
い土地で少ない人口5万都市ですが、熱海ワイズメンズのメ
ンバーも20歳代から50歳代で80名の大所帯になりました。

大所帯は弊害の解決案として二分割の案が出ました。その分割は地域を分ける案で糸川の東西
であったり町の中心の道路の山側と海側に分割案もでましたが、最終的に年齢で分けるという
案が採用されました。50歳を境に2分割されました。1984年7月1日、他クラブのワイズメンズを
含めて300名参加でチャーターナイトなり、熱海グローリーワイズメンズクラブが35名のメンバ
ーで誕生しました。1994年富士山部部長に着任時は日本区は一つの区で全国で11の部が有りま
したが、1997年7月に東日本区と西日本区に分割されました。富士山部は日本区の中央に有りま
したが東日本区になり最西端になりました。我がクラブから1979年第25代日本区理事、1984年

に国際会長竹内俊郎さんが就任なされ国内・国外との交流も多く、海外もカナダ・ハワイ・台
湾・韓国・5つのクラブとブラザーズクラブ、国内は紀ノ川、名古屋クラブの交流も多く、海外

のクラブからも熱海に沢山お出で頂きました。しかし他のクラブも同じですが我がクラブも会
員減少し近年は寂しい限りです。当時一番若い50歳でクラブに移籍したとしてもすでに90歳で

す。分割が地域割りで有ればこのような状態にはならなかったかもしれません。再びスタート
時の35名の会員がそろい、末永く楽しいクラブでメンバーの皆様と共に過ごせる事を願ってい
ます。

1966年ハワイ世界大会

■ 改革委員会Bグループ長

勝又 隆吉

クラブ運営の為の原資は会費と収益事業が不可欠
です。他のクラブでは積極的に実施し、成果を出
しています。北海道のジャガイモ販売では沼津ク
ラブ・御殿場クラブでは600ケースも販売していま

す。実行する為には多くの問題も有ると思います
が、狭き門だからこそ成功すれば大きな力となる
と思います。他のケースも全国では有ると思いま
す。真似る事からスタートをするのが早道ですの
で今期の重点活動としてチャレンジします。

過日スタートした改革委員会は皆様の議論とご協力
で、今期よりワイズメンズクラブの会費については
協議の結果、6,000円に決定しました。2023年7月小野
田会長の年度から施行いたしました。

減資の分については経費の削減と会員拡大で補って
いきたいと計画していますので、皆さんと協力して
達成します。今後も改革委員会で積極的に問題を提
起して頂き改革を実施していきたいと思います。

改革の基本は「温故知新」です。



期日 １１月２９日(水)
場所 YMCA熱海センター

受付 菅谷 正・小林 隆
司会 大瀧 峰子
聖句朗読・開会の祈り 綾野 憲夫
ワイズの信条 神杉 彰
食前の祈り 勝又 隆吉
閉会の言葉 小林 隆

■ 藤間 孝夫

■Happy Ｂirthday
10月 3日 鈴木 健之さん
10月１3日 神杉 彰さん

■Ｍenettes Happy Ｂirthday
該当者有りません

■Ｗedding Anniversary 

該当者有りません

熱海YMCA 俳句の会

９月句会

作成 会報・広報委員会 委員長 大瀧 実 綾野 憲夫 神杉 彰

第４回 １０月役員会報告

期日 202３年１０月３日(火）

場所 静岡YMCA熱海センター

会長挨拶

ようやく秋らしい気候になりました。みんな

で積極的な活動をお願いします。

議題
１・40周年記念式典について
・２０２４年４月２１日(日)を候補
とする。
・会場はＫＫＲホテル熱海とする。
・臨時役員会を開催し詳細を詰める。

２・富士山部部会について
・月日 ２０２３年１０月１４日(土)
・会場 伊東サザンクロスゴルフ場
・受付 １４時３０分
・登録料 10,000円
・参加者 小野田・綾野・勝又・神杉

小林の5名
３・十勝クラブのジャガイモ販売について
・CS委員会で注文を受け付ける

４・高橋敏雄Ｙ‘ｓの休会申し入れについて
・次回の役員会にて決定する。

５・クラブのHＰの作成について
・製作費90,000円の予算承認
・ワードプレスのソフトを採用
・ドメインの候補を決定
・広報・会報委員会が主導で進める

６・各委員会より
・会報広報委員会
１０月17日ブリテン校正会議を実
施する
・DBCのブリテンはメールでデータ
ー配信としたい。

2023年１１月例会予告

祝 事

■ 書記 勝又 隆吉

アピールコーナー

私の引退宣言 第6弾「明と暗」

YMCAは規定で法人でなければならいとされており、
使命感を持って「NPO法人静岡YMCA熱海セン

ター」と命名されました。更に富士山部としては
富士クラブから富士宮クラブが開設され、更に静
岡クラブも誕生しました。静岡クラブ設立当時の
会長は永田玄道氏でしたが、夢は大きく「清水ク
ラブ」を作りYMCA静岡も作ると張り切っておられ

ました。しかし病に倒れ静岡クラブは解散となっ
てしまいました。


